















漣 漪 常 磐 松 島）、《戻
もどりはし
橋》（戻橋恋の角
つ の も じ
文字）、《子宝三番叟》、《三
み ほ の ま つ
保松》
（三


































































































































































整理記号 曲名( (  )とルビは筆者) 年度 備考 
A-1 子宝三番叟 絃、哥 明治 42 調査報告 
A-2 子宝三番叟 絃、哥 明治 43 調査報告 
B-1 積恋雪関扉
つもるこいゆきのせきのと
 絃、哥 明治 42 調査報告 
B-2 積恋雪関扉 絃、哥 明治 43 調査報告 
C-1 忍夜孝事寄
しのびよるこうにことよせ
（忍夜恋曲者）絃、哥 明治 43 調査報告 
D 鴛鴦容姿正夢
いもせどりすがたのまさゆめ
 絃、哥 明治 43 調査報告 
E 老松 前弾 絃 明治 43 調査報告 
F-1 四天王大江山入 絃、哥 明治 44 調査報告 
G-1 戻駕色相肩
もどりかどいろにあいかた
 絃、哥 明治 45 調査報告 
H-1 伝授の雲龍 絃、哥 大正 1 調査報告 
H-2 伝授の雲龍 絃、哥 大正 2 調査報告 
G-2 戻駕色相肩 大正 3 再調査予定 
H-3 伝授の雲龍 大正 3 再調査予定 
G-3 戻駕色相肩 大正 3 再調査報告 
I-1 恋中車初音の旅
こいとちゅうしゃはつねのたび
 大正 6 3 月、担当：前田 
I-2 千本桜道行（恋中車初音の旅） 大正 6 大正 6 年度下半期（7 月より 12 月末日
まで）再調査予定 
F-2 四天王大江山入 大正 6 大正 6 年度上半期（1 月より 6 月末日）
再調査予定（大正５の後半より継続） 
F-3 四天王大江山入 大正 6 再調査（大正 6 年 4 月から 12 月）、担
当：前田 
C-2 忍夜恋曲者（忍夜孝事寄） 大正 6 再調査中、担当：前田 
C-3 忍夜孝事寄（忍夜恋曲者） 大正 7 再調査報告（大正 7.1 よりおよそ 3 分
の 2 調査すみ）、担当：前田 





































































































芸名（氏名） 専門（担当） 期間 
６代目常磐津文字太夫 
（常岡丑五郎） 
常磐津節 調査嘱託：明治 42.4.27～大正５年度 
嘱託員：大正６年度～昭和４.10.21 昭和２ 
常磐津豊蔵（未詳） 常磐津節 明治 42 
７代目常磐津文字太夫 
（常岡鑛之助） 
常磐津節 嘱託員：昭和 3.11.22～昭和 16 年度 
このあたりに【図 1】 
可能であれば前頁に繰り上げ 














氏名 期間 備考 
三宅延齢 調査補助：明治 41 年度〜明治 44 年７月 10 日 
調査嘱託：明治 44 年７月 10 日〜大正５年度 
嘱託員：大正６年度〜大正 11 年度 
初出勤は明治 40 年９月
17 日 
本居長世 調査補助：明治 41 年４月 10 日〜明治 42 年度 
調査員（助教授）：明治 43 年度〜大正５年 12 月 27 日（退任） 
 
前田久八 調査員（助教授）：明治 42 年度〜大正９年度 







屋新聞』 の奏楽記事を中心に−」（『愛知県立芸術大学紀要 』No.42 （2012）、133-144 頁）には、明治 42 
年 １月 30 日の「伊岡震災救岨金募集音楽舎」（御園座、明治 42 年 １月 28 日、29 日、30 日、 ２
月１日）にチェロ演奏者として出演した記録が引用されている。なお、ピアノ演奏で本居長世も同公演に
出演しており、両者のつながりを示している。 




































恋 雪 関 扉》（「関の扉」）
→《積恋雪関扉　下》（「関の扉　下」）→《忍夜恋曲者》（《忍
しのびよるこうにことよせ




















駕 色 相 肩 》（「戻駕」）→《伝授の雲龍》→
《 蜘
くものいとあずさのゆみはり
蛛 絲 梓 弦 》（「蜘蛛の糸」）→《心中浮名の鮫鞘》（「お妻八郎兵衞」）→（《戻駕籠色相肩》を２
日、《紅


























































































































































































































































































































東京芸術大学附属図書館所蔵（ 資料名「子宝三番叟：常 盤（ママ）津節」） 
69邦楽調査掛による常磐津節五線譜化の考察
No. 年月日　 曲名 嘱託員欄の押印 記譜者欄の押印 備考（「」は資料の記述）
1 明治42年 4月27日(火)午後 子宝三番叟 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田、三宅
2 明治42年 5月 4日(火)午後 子宝三番叟 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田、三宅
3 明治42年 5月11日(火)午後 子宝三番叟 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田、三宅、本居
4 明治42年 5月18日(火)午後 子宝三番叟 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田、三宅
5 明治42年 5月25日(火)午後 子宝三番叟 常岡（6代目常磐津文字太夫） 三宅
6 明治42年 6月 1日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
7 明治42年 6月 8日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
8 明治42年 6月15日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 三宅
9 明治42年 6月29日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 三宅、前田
10 明治42年 7月 6日(火)午後 「常岡氏欠勤ノタメ調査セズ」
11 明治42年 9月14日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 本居
12 明治42年 9月21日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
13 明治42年 9月28日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
14 明治42年10月 5日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
15 明治42年10月12日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
16 明治42年10月19日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
17 明治42年10月26日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者前田氏」
18 明治42年11月 9日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
19 明治42年11月16日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「文字太夫代理　常磐津豊蔵」
20 明治42年11月25日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田、三宅 「文字太夫代理　常磐津豊蔵」
21 明治42年12月 7日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
22 明治42年12月14日(火)午後 関の扉　下の巻 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
23 明治43年 1月18日(火)午後 将門 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
24 明治43年 1月25日(火)午後 将門 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜ハ前田氏」
25 明治43年 2月 1日(火)午後 将門 常岡（6代目常磐津文字太夫） 本居 「記譜　本居氏」
26 明治43年 2月 8日(火)午後 将門 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
27 明治43年 2月22日(火)午後 将門 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
28 明治43年 3月 1日(火)午後 将門 常岡（6代目常磐津文字太夫） 本居 「記譜　本居氏　前田氏」
29 明治43年 3月 8日(火)午後 「常岡氏　前田氏　欠勤」
30 明治43年 3月22日(火)午後 子宝三番叟 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
31 明治43年 3月29日(火)午後 子宝三番 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
32 明治43年 4月 5日(火)午後 子宝三番叟 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
33 明治43年 4月12日(火)午後 子宝三番叟 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
34 明治43年 4月19日(火)午後 子宝三番叟 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
35 明治43年 4月26日(火)午後 子宝三番叟 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」





38 明治43年 5月17日(火)午後 将門 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
39 明治43年 5月24日(火)午後 将門 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
40 明治43年 6月 7日(火)午後 将門 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
41 明治43年 6月14日(火)午後 まさかど 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
42 明治43年 6月21日(火)午後 まさかど 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
43 明治43年 7月 5日(火)午後 まさかど 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
44 明治43年 9月13日(火)午後 おしどり 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
45 明治43年 9月20日(火)午後 いもせどり 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
46 明治43年 9月27日(火)午後 いもせどり 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田、本居
「外に老松　前弾半バまで」
「記譜　前田氏　老松　本居氏」
47 明治43年10月11日(火)午後 おし鳥 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
48 明治43年10月18日(火)午後 おし鳥 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
49 明治43年10月25日(火)午後 おし鳥 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
50 明治43年11月 1日(火)午後 おし鳥 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
51 明治43年11月 8日(火)午後 「常岡氏欠勤」
52 明治43年11月15日(火)午後 おし鳥 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜ハ前田氏」
53 明治43年11月22日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
54 明治43年11月29日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
55 明治43年12月 6日(火)午後 老松 常岡（6代目常磐津文字太夫） 本居 「記譜　本居氏」
56 明治43年12月13日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
57 明治43年12月20日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 三宅、前田 「記譜　前田氏　三宅氏」
58 明治44年 1月17日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
59 明治44年 1月24日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤」
60 明治44年 1月31日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
61 明治44年 2月 7日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
62 明治44年 2月14日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
63 明治44年 2月21日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
64 明治44年 2月28日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
65 明治44年 3月 7日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
66 明治44年 3月14日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
67 明治44年 3月21日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
68 明治44年 3月28日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤」
69 明治44年 4月 4日(火)午後 関の扉 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
70 明治44年 4月11日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤」
71 明治44年 4月25日(火)午後 「常岡氏欠勤」
72 明治44年 5月 2日(火)午後 「常岡氏欠勤」
73 明治44年 5月 9日(火)午後 山姥 常岡（6代目常磐津文字太夫） 三宅 「記譜　三宅氏　前田氏欠勤」




76 明治44年 6月 6日(火)午後 大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜　前田氏」
77 明治44年 6月13日(火)午後 大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜　前田氏」
78 明治44年 6月20日(火)午後 大江山入（山姥） 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
79 明治44年 6月27日(火)午後 「常岡氏欠勤」
80 明治44年 7月 4日(火)午後 「常岡氏欠勤」
81 明治44年 9月12日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤」
82 明治44年 9月19日(火)午後 大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
83 明治44年 9月26日(火)午後 「常岡氏　前田氏　欠勤ニ付調査セズ」




85 明治44年10月10日(火)午後 山姥 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
86 明治44年10月17日(火)午後
87 明治44年10月24日(火)午後 大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜　前田氏」
88 明治44年10月31日(火)午後 大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
89 明治44年11月 7日(火)午後 山姥大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
90 明治44年11月13日(火)午後 山姥 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
91 明治44年11月21日(火)午後 山姥大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
92 明治44年11月28日(火)午後 大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜　前田氏」
93 明治44年12月 5日(火)午後 山姥 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
94 明治44年12月12日(火)午後 「常岡氏欠勤」
95 明治44年12月19日(火)午後 大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜　前田氏」
96 明治45年 2月 6日(火)午後 大江山入り 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
97 明治45年 2月13日(火)午後 「常岡氏欠勤」
98 明治45年 2月20日(火)午後 戻籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
99 明治45年 2月27日(火)午後 戻籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
100 明治45年 3月 5日(火)午後 「常岡氏欠勤」
101 明治45年 3月12日(火)午後 戻駕 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「前田氏　記譜」
102 明治45年 3月19日(火)午後 戻り籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
103 明治45年 3月26日(火)午後 戻り籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
104 明治45年 4月 2日(火)午後 「常岡氏欠勤ニ付常磐津調査セズ」
105 明治45年 4月 9日(火)午後 戻り籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
106 明治45年 4月16日(火)午後 前田
「常岡氏欠勤ニ付前田氏出勤セシモ
休業」
107 明治45年 4月23日(火)午後 前田 「常岡丑五郎欠勤ニ付調査セズ」
108 明治45年 4月30日(火)午後 「常岡丑五郎欠勤ニ付調査セズ」
109 明治45年 5月 7日(火)午後 「常岡氏欠勤ニ付調査セズ」
110 明治45年 5月14日(火)午後 「常岡氏欠勤」
111 明治45年 5月21日(火)午後 「常岡丑五郎欠勤ニ付調査セズ」
112 明治45年 5月28日(火)午後 「常岡丑五郎氏欠勤」
113 明治45年 6月 4日(火)午後 「常岡丑五郎氏欠勤」




116 明治45年 6月25日(火)午後 「常岡氏欠勤前田氏出勤」
117 明治45年 7月 2日(火)午後
「常岡氏欠勤ニテ前田氏出勤シタル
モ調査セズ」
118 明治45年 7月 9日(火)午後 「常岡氏欠勤」
119 大正元年 7月17日(火)午後 戻籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
120 大正元年 7月24日(火)午後 戻籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
121 大正元年10月 1日(火)午後 戻籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜　前田氏」
122 大正元年10月 8日(火)午後 戻籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜　前田氏」
123 大正元年10月15日(火)午後 戻籠色相肩 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜　前田氏」




126 大正元年11月 5日(火)午後 戻り籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」












133 大正 2年 1月14日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田助教授」
134 大正 2年 1月21日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田助教授」
135 大正 2年 1月28日(火)午後 （伝授の雲龍） 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田助教授」
136 大正 2年 2月 4日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 三宅
「記譜者前田氏病気欠勤ニ付三宅氏
替リテ記譜セリ」
137 大正 2年 2月11日(火)午後 「紀元節ニ付休業」
138 大正 2年 2月18日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田助教授」
139 大正 2年 2月25日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤シタルモ常岡氏
欠勤ニ付調査セズ」
140 大正 2年 3月 4日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤シタルモ常岡氏
欠勤ノ為メ調査セズ」
141 大正 2年 3月11日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田助教授」
142 大正 2年 3月18日(火)午後 蜘蛛ノ糸梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
143 大正 2年 3月25日(火)午後 蜘蛛絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
144 大正 2年 4月 1日(火)午後 蜘蛛絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
145 大正 2年 4月 8日(火)午後 蜘蛛絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
146 大正 2年 4月15日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤シタルモ常岡氏
欠勤ニ付調査セズ」
147 大正 2年 4月22日(火)午後 蜘蛛絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田助教授」
148 大正 2年 4月29日(火)午後 蜘蛛の絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田助教授」
149 大正 2年 5月 6日(火)午後 「常岡丑五郎氏病気欠勤ニ付休ミ」
150 大正 2年 5月13日(火)午後 蜘蛛の絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
151 大正 2年 5月20日(火)午後 蜘蛛絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
152 大正 2年 5月27日(火)午後
「常岡丑五郎氏欠勤ニ付前田氏ニ通
知シ常磐津休ミ」
153 大正 2年 6月 3日(火)午後
「常岡丑五郎氏出勤セシモ前田助教
授欠勤ニツキ休ミ」
154 大正 2年 6月10日(火)午後
「記譜者前田氏出勤シタルモ常岡丑
五郎氏欠勤ニ付休ミ」
155 大正 2年 6月17日(火)午後 蜘蛛絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
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156 大正 2年 6月24日(火)午後 蜘蛛絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
157 大正 2年 7月 1日(火)午後
「記譜者前田氏出勤シタルモ常岡氏
欠勤ニ付休ミ」
158 大正 2年 7月 8日(火)午後
「常岡丑五郎氏出勤セシモ前田氏欠
勤ニツキ調査セズ」
159 大正 2年 9月16日(火)午後 蜘蛛絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
160 大正 2年 9月23日(火)午後 蜘蛛絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
161 大正 2年 9月30日(火)午後 蜘蛛絲梓弦 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
162 大正 2年10月 7日(火)午後
「記譜者前田氏出勤シタルモ常岡氏
欠勤ニ付常磐津休ミ」
163 大正 2年10月 7日(火)午後
「記譜者前田氏出勤シタルモ常岡氏
欠勤ニ付休ミ」
164 大正 2年10月28日(火)午後 心中浮名の鮫鞘 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
165 大正 2年11月 4日(火)午後 浮名の鮫鞘 「記譜者　前田氏」




168 大正 2年11月25日(火)午後 「常岡氏欠勤」
169 大正 2年12月 2日(火)午後 心中浮名の鮫鞘 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
170 大正 2年12月 9日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
171 大正 2年12月16日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
172 大正 2年12月23日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 「記譜者　前田氏」
173 大正 3年 1月20日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤セシモ常岡氏欠
勤ニツキ休ミ」
174 大正 3年 1月27日(火)午後 浮世（名）の鮫鞘 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者前田氏」
175 大正 3年 2月 3日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜前田氏」
176 大正 3年 2月10日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
177 大正 3年 2月17日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤シタルモ常岡氏
欠勤ニツキ休ミ」
178 大正 3年 2月24日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤セシモ常岡氏欠
勤ニツキ休ミ」
179 大正 3年 3月 3日(火)午後 前田
「常磐津ハ記譜者前田氏出勤セシモ
常岡氏欠勤の為メ休ミ」
180 大正 3年 3月10日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
181 大正 3年 3月17日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
182 大正 3年 3月24日(火)午後 お妻八郎兵衛 前田
「記譜者前田氏出勤セシモ常岡氏欠
勤ニツキ休ミ」
183 大正 3年 3月31日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
184 大正 3年 4月 7日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤セシモ常岡氏欠
勤ニツキ休」
185 大正 3年 4月14日(火)午後 「廃朝中ニツキ御遠慮申上休ミ」
186 大正 3年 4月21日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
187 大正 3年 4月28日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
188 大正 3年 5月 5日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
189 大正 3年 5月12日(火)午後 前田
「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ常磐津調
査休ミ」
190 大正 3年 5月19日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤セシモ常岡氏欠
勤ニツキ常磐津休ミ」
191 大正 3年 5月26日(火)午後 前田
「一昨日昭憲皇太后陛下御大葬ニツ
キ本日休ミ」
192 大正 3年 6月 2日(火)午後 前田 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
193 大正 3年 6月 9日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
194 大正 3年 6月16日(火)午後 お妻八郎兵衛 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
195 大正 3年 6月23日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤セシモ常岡氏欠
勤ニツキ休ミ」
196 大正 3年 6月30日(火)午後 戻駕 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」「絃再調」
197 大正 3年 7月 7日(火)午後 戻り籠 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」「哥、絃再調」
198 大正 3年 9月15日(火)午後 前田
「記譜者前田出勤セシモ常岡氏欠勤
ニツキ休ミ」
199 大正 3年 9月22日(火)午後 善知鳥 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
200 大正 3年 9月29日(火)午後 前田 「常磐津ハ常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
201 大正 3年10月 6日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」「絃哥　再調」
202 大正 3年10月13日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
「記譜者　前田氏」「絃哥　再調
査」
203 大正 3年10月20日(火)午後 前田
「常磐津ハ記譜者前田氏出勤セシモ
常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
204 大正 3年10月27日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
「記譜者　前田本居両氏」「絃哥
再」
205 大正 3年11月 3日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
「記譜者　前田本居両氏」「絃哥
再調査」
206 大正 3年11月10日(火)午後 前田
「常磐津ハ前田氏出勤セシモ常岡氏
欠勤ニツキ休ミ」
207 大正 3年11月17日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
「記譜者　前田本居両氏」「哥　絃
再調」
208 大正 3年11月24日(火)午後 前田 「前日ノ展覧会残務ニツキ休ミ」
209 大正 3年12月 1日(火)午後 関の扉　下の巻 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
「記譜者　前田氏」「哥、絃　再
調」
210 大正 3年12月 8日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
「記譜者　前田本居両氏」「哥、絃
再調査」
211 大正 3年12月15日(火)午後 伝授の雲龍 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田本居両氏」
212 大正 3年12月22日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤セシモ常岡氏欠
勤ニツキ休ミ」
213 大正 4年 1月12日(火)午後 前田
「（去年来より冬季休業処引続キ
休）前日に引続キ休ミ」
214 大正 4年 1月19日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
215 大正 4年 1月26日(火)午後 関の扉　下 前田 「記譜者　前田氏」
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216 大正 4年 2月 2日(火)午後 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
217 大正 4年 2月 9日(火)午後 前田 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
218 大正 4年 2月16日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤セシモ常岡氏欠
勤ニツキ休ミ」
219 大正 4年 2月23日(火)午後 前田
「常磐津ハ本日他ニ会議ありし為メ
休ミ」
220 大正 4年 3月 2日(火)午後
「常岡丑五郎氏前田久八氏両氏欠勤
ニツキ休ミ」
221 大正 4年 3月 9日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤セシモ常岡丑五
郎氏欠勤ニツキ休ミ」
222 大正 4年 3月16日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤シタルモ常岡丑
五郎欠勤ニツキ休ミ」
223 大正 4年 3月23日(火)午後 前田 「前田常岡両氏欠勤ニテ休ミ」
224 大正 4年 3月30日(火)午後 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
225 大正 4年 4月 6日(火)午後 前田 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
226 大正 4年 4月13日(火)午後 前田 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
227 大正 4年 4月20日(火)午後 前田 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
228 大正 4年 4月27日(火)午後 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休」
229 大正 4年 5月 4日(火)午後 前田 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
230 大正 4年 5月11日(火)午後 前田
「記譜者前田氏出勤シタルモ常岡丑
五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
231 大正 4年 5月18日(火)午後 前田 「常磐津文字太夫欠勤ニツキ休ミ」
232 大正 4年 5月25日(火)午後 前田 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
233 大正 4年 6月 1日(火)午後
「常岡前田両氏出勤シタルモ他に邦
楽会ニツキ会議アリ故ニ調査休ミ」
234 大正 4年 6月 8日(火)午後 四天王大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
「記譜者　前田氏」「弦　哥　再
調」
235 大正 4年 6月15日(火)午後 前田 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
236 大正 4年 6月22日(火)午後 四天王大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
237 大正 4年 6月29日(火)午後 前田 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
238 大正 4年 7月 6日(火)午後 四天王大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
239 大正 4年 7月21日(火)午後 「常岡丑五郎氏欠勤」
240 大正 4年 7月28日(火)午後 四天王大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
241 大正 4年10月 5日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
242 大正 4年10月12日(火)午後 四天王大江山入 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田、本居
「記譜者　前田本居両氏」「哥、絃
再調」
243 大正 4年10月19日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」




245 大正 4年11月 2日(火)午後
「調査ハ御大■奉祝哥■（御）調ニ
ツキ休ミ」
246 大正 4年11月16日(火)午後 「大饗当日ニツキ休ミ」
247 大正 4年11月23日(火)午後 前田
「記譜者出勤シタルモ（常岡丑五郎
氏）欠勤ニツキ休ミ」
248 大正 4年11月30日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」






251 大正 5年 1月25日(火)午後 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
252 大正 5年 2月 1日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
253 大正 5年 2月 8日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
254 大正 5年 2月15日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
255 大正 5年 2月22日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
256 大正 5年 2月29日(火)午後 「常岡氏病気欠席」
257 大正 5年 3月 7日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
258 大正 5年 3月14日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
259 大正 5年 3月21日(火)午後 「本日春季皇霊祭ニツキ休ミ」
260 大正 5年 3月28日(火)午後
261 大正 5年 4月 4日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
262 大正 5年 4月 4日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
263 大正 5年 4月11日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
264 大正 5年 4月18日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
265 大正 5年 4月25日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
266 大正 5年 5月 2日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
267 大正 5年 5月 9日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
268 大正 5年 5月16日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
269 大正 5年 5月23日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
270 大正 5年 5月30日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
271 大正 5年 6月 6日(火)午後 前田 「常磐津ハ常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
272 大正 5年 6月13日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
273 大正 5年 6月20日(火)午後 前田 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
274 大正 5年 7月 4日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
275 大正 5年10月17日(火)午後 「本日神嘗祭ニツキ休ミ」
276 大正 5年10月24日(火)午後 大江山 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田
「記譜者　前田氏」「哥　弦　再
調」
277 大正 5年10月31日(火)午後 （「本日天長節祝日ニツキ休ミ」）




280 大正 5年11月21日(火)午後 前田
「常岡前田両氏出勤シタルモ■■ア
リテ休」
281 大正 5年11月28日(火)午後 恋中車初音の旅 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
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282 大正 5年12月 5日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
283 大正 5年12月 5日(火)午後 千本桜道行 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
284 大正 5年12月19日(火)午後 道行千本桜 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
285 大正 6年 1月16日(火)午後 「冬季休業中より休ミ」
286 大正 6年 1月23日(火)午後
「常磐津ノ調査ハ常岡氏欠勤ニツキ
休ミ」
287 大正 6年 1月30日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
288 大正 6年 2月13日(火)午後 「常磐津文字太夫欠勤ニツキ休ミ」
289 大正 6年 2月20日(火)午後 「常磐津文字太夫欠勤ニツキ休ミ」
290 大正 6年 2月27日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
291 大正 6年 3月 6日(火)午後
「常磐津文字太夫病気欠勤　前田氏
病気欠勤」
292 大正 6年 3月13日(火)午後 千本桜道行 常岡（6代目常磐津文字太夫） 前田 「記譜者　前田氏」
293 大正 6年 3月20日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
294 大正 6年 3月27日(火)午後 「常磐津ハ常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
295 大正 6年 4月 3日(火)午後 「本日ハ神武天皇祭ニツキ休ミ」
296 大正 6年 4月10日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
297 大正 6年 4月17日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
298 大正 6年 4月24日(火)午後
「常磐津ハ是常岡丑五郎氏欠勤ニツ
キ休ミ」
299 大正 6年 5月 1日(火)午後
「常磐津節ハ常岡氏欠勤ニツキ休
ミ」
300 大正 6年 5月 8日(火)午後
「常磐津節ハ常岡氏欠勤ニツキ休
ミ」
301 大正 6年 5月15日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
302 大正 6年 5月22日(火)午後 「常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休ミ」
303 大正 6年 5月29日(火)午後 「常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
304 大正 6年 6月 5日(火)午後 「本日常岡氏欠勤ニツキ休ミ」
305 大正 6年 6月 5日(火)午後
「常磐津ノ調査ハ常岡氏欠勤ニツキ
休ミ」
306 大正 6年 6月12日(火)午後
「常磐津ノ調査ハ常岡氏欠勤ニツキ
休ミ」
307 大正 6年 6月26日(火)午後
「常磐津節ノ調査ハ常岡丑五郎氏欠
勤ニツキ休ミ」
308 大正 6年 7月 3日(火)午後
「右ハ常岡丑五郎氏欠勤ニツキ休
ミ」
309 大正 6年 7月10日(火)午後
「常磐津調査ハ常岡氏欠勤ニツキ休
ミ」
310 大正 6年 9月11日(火)午後
「午後常磐津ノ調査ハ常岡丑五郎氏
欠勤ニツキ休ミ」
311 大正 6年 9月18日(火)午後
「常磐津節ノ調査ハ常岡丑五郎氏欠
勤ニツキ休ミ」
312 大正 6年 9月25日(火)午後
「常磐津節ノ調査ハ常岡丑五郎氏欠
勤ニツキ休ミ」
313 大正 6年10月 2日(火)午後
「常磐津節ノ調査ハ常岡氏欠勤ニツ
キ休ミ」












318 昭和 2年 6月15日(水)午後 （鴛鴦容姿の正夢） 「鴛鴦容姿正夢　浄写スミ」
319 昭和 2年 6月17日(金)午後 四天王大江山入　下 「前田久八　作譜　再調」
320 昭和 2年 6月20日(月)午後 老松　前弾 「全部　再調　浄写スミ」
321 昭和 2年 6月23日(木)午後 千本桜 「歌絃　再調　浄写」
322 昭和 2年 6月29日(水)午前 蜘蛛絲梓弦 「全部　再調　浄写ズミ」
323 昭和 2年 6月30日(木)午前 御代の秋 「浄写ズミ」
324 昭和 2年 7月 1日(水)午前 伝授の雲龍 「歌弦　再調　浄写」
325 昭和 2年 7月 7日(木)午前 心中浮名の鮫鞘 「歌弦　全部　再調　浄写」






























































































































































































































































前 原 恵 美（東京文化財研究所　無形文化遺産部）
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Study concerning Transcription of Staff Notation
for Tokiwazubushi by Hogaku Chosa-gakari
Maehara  Megumi
　　In the study of tokiwazubushi, progress has been made in the historical study of its 
performances and performers, but little has been done from the point of view of music. The author 
thinks that one large factor for this is that there is no “score” in tokiwazubushi that can be 
considered as a common language. For example, of the officiall １y published scores 6 (of these 2 are 
only small parts of repertoire) from Hogakusha are in the style of bunkafu notation while 1 from 
Tokiwazu Hyojun-fuhon Kanko-kai is in the style of kenseikaifu notation. Such circumstance not only 
makes the musical study of tokiwazubushi difficult but also casts a shade on the promotion and 
transmission of tokiwazubushi. 
　　Fear toward such a situation already existed in the Taisho period. Hogaku Chosa-gakari, an 
official group involved in the investigation of Japanese music established within the music 
department of the Imperial Household Ministry (1907-1943 ?) attempted to write tokiwazubushi 
score on the staff notation system. The present paper clarifies the purpose, history and method of 
that attempt based on material from the archives of the Tokyo University of Arts to consider the 
significance and issues related to the attempt to write tokiwazubushi scores on staff notation system.
　　This paper is a part of the results obtained from the project of “Grants-in Aid for Scientific 
Research from the Japan Society for the Promotion of Science (C), ‘Fundamental research for 
musical analysis of tokiwazubushi (18K00158, Maehara Megumi).
